
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

人事マネジメントの視点 

 

 

◆  ◆ 
 

◆ 相手に“嫌だ”が言えない  

「ハラスメントを受けたら、相手に“嫌だ”と伝えましょう。

これは、ハラスメントを止めるための第一歩です」と、ハラス

メント研修で講義されます。しかし、ハラスメントを受けた人

は、“嫌だ”と言い出すことがなかなかできません。特に、相

手の立場が上だと恐さを感じたり、伝えてもわかってくれない

と思ったりします。または、私が我慢をすればいいと自分の気

持ちを抑えてしまっていることも少なくありません。 

しかし、何らかの形で伝えないと繰り返されることになり、

状況は全く変わりません。なにもアクションがないと、相手は

自分の言動は問題ないと思ってしまうからです。相談窓口を利

用する場合も基本的には同じです。 
 

◆ 自分にＯＫ  

では、どうすればよいか。ハラスメントを受けたら、まずは

自分の気持ちに正直になりましょう。見過ごすのではなく、気

持ちを感じてみるのです。そして、気持ちを自分の中で言葉に

変えてみます。「私はその言葉が悲しい」この段階では相手に

言えなくてもＯＫ。頭や身体が感じていても、自動的に言葉に

はしていません。一つ作業が必要になりますが、伝える前準備

と思ってやってみてください。準備ができたら声に出してみま

しょう。これは大きな勇気が必要かもしれませんが、自分の気

持ちだけを伝えることがポイントです。ただ、（相談窓口は別

として）必ず相手が受け止めてくれるとは限りませんので、伝

えたことだけでＯＫとします。 

ここで大事なのは、言えた自分を認めてあげること。伝わら

なくても、小さく一歩が出せたことでよしとしましょう。 
 

◆ 信頼できる人と練習  

そして、その次の一歩を考えてみます。前と同じことばでも

よいことにしましょう。同じ言葉でも繰り返していると、言葉

に自信がついてきます。弱々しい言葉から少しずつ強めになっ

てくるでしょう。それを感じてみてください。そのときも自分

にＯＫしましょう。“嫌だ”を少しずつ伝えることで、自分の

中で気持ちが整理できます。さらに、理由を添えて伝えること

で、相手に理解してもらいやすくなります。例えば、「〇につ

いて私は△と思っていましたので残念です」「◇の表現は、傷

ついた気持ちになり辛いです」 

小さな一歩でも、自ら感じている気持ちを声に出すことで、

現状を少し変えることができるかもしれません。そのためには

信頼できる人を相手に練習をしてみてください。 

  

に役立つ推薦書 

『 相手に「伝わる」話し方 』 池上 彰 著  講談社現代新書 
 

 

 

【商品説明より】相手にわかりやすく伝える「話し方」について、相手と話しやすくするための

「共通体験」づくり、「つかみ」や「息づかい」などのテクニック、聞く人の知りたい順に話す

工夫などのほかに、あらかじめ自分の頭の中で「絵」を描いて説明する、まず「言葉にす

る」ことで考えを整理するといったアドバイスも示している。 

これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://shinsou-assist.blog.jp/ 

 

■年収の壁・支援強化パッケージについて/厚労省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/taiou_2023_00002.html 

■年収の壁への対応/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/taiou_001_00002.html 
  

■令和 6 年 4 月から労働条件明示のルールが改正されます/厚労省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_32105.html 

■労働条件通知書に「就業規則を確認できる場所や方法」の記載が必須

になるのか？/労務ドットコム 

https://roumu.com/archives/119359.html 
 

■雇用保険に関する業務取扱要領(令和 5 年 10 月 1 日以降)/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/koyouhoken/data/toriatsukai_youryou.html 
 

■「副業･兼業」人材を受け入れている企業、18 ポイント増加/マイナビ 
https://www.mynavi.jp/news/2023/10/post_39967.html 

■副業・兼業に関する情報提供モデル事業を開始/産業雇用安定センター 

https://www.sangyokoyo.or.jp/topics/2023/fukugyo_kengyo_20230921.html 
 

■男性の育休取得率･日数が過去最高に/明治安田生命 
https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2023/pdf/20231017_01.pdf 
 

■23 年度上半期の「人手不足倒産」82 件、調査開始以来で最多/東京商工リサーチ 

https://www.tsr-net.co.jp/data/detail/1198046_1527.html 

■中小企業の 7 割近くが「人手不足」と回答/日商調査 

https://www.jcci.or.jp/news/jcci-news/2023/0928140000.html 
 

■新しい時代の働き方に関する研究会/厚労省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_35725.html 

■理想の先輩上司、「仕事について丁寧な指導」がトップ/日本能率協会 

https://jma-news.com/archives/6230 

■「部長の役割」に関する企業調査結果/リクルートワークス研究所 
https://www.works-i.com/research/works-report/2023/bucho_data.html 
 

■仕事上で抵抗を感じる事例～2023 年度 新入社員意識調査/日本能率協会 

https://jma-news.com/archives/6230 

■企業に応募する際、"給与以外"で重視した項目は「勤務地」がトップ/マンパワーG 

https://www.manpowergroup.jp/company/press/2023/20231011.html 
 

■2024 年問題の影響、6 割の企業が「マイナス」と回答/東京商工リサーチ 

https://www.tsr-net.co.jp/data/detail/1198074_1527.html 
 

■賃上げ企業は6割以上、うち業績改善による企業は3割以上/日商調査 
https://www.jcci.or.jp/news/2023/0929110000.html 

■95％が 1 年前と比べ「物価上昇を実感」・生活意識アンケート調査/日銀 
https://www.boj.or.jp/research/o_survey/data/ishiki2310.pdf 
 

■生産性課題に関するビジネスパーソンの意識調査結果を発表/日本生産性本部 

https://www.jpc-net.jp/research/detail/006582.html 
 

■令和 5 年版 労働経済の分析/厚労省 
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_35259.html 

■23 年版「過労死等防止対策白書」を公表/厚労省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_35671.html 
 

■令和 5 年分 年末調整のしかた/国税庁 

https://www.nta.go.jp/publication/pamph/gensen/nencho2023/01.htm 
 

※発信者によりリンク先を変更している場合はお許しください。 
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企業の発展を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩をアシストします 


